
2016年から現在まで約５haの農地を再
開墾し、そばの栽培をはじめましたが、イ
ノシシ対策に大変苦労しました。農地すべ
てを電気柵で囲うことができないため、そ
ばの作付けを減らしてイノシシ被害を受け
にくいタラノキを増やしました。
タラの芽は、11月中旬～12月上旬にタラ

ノキの穂木を収穫し、穂木の芽を残しなが
ら約10㎝前後の長さに切って「駒木」を作
り、それをバットに並べて、ハウス内で
12℃に加温して発芽させます。
現在は、「あすは」や「春かおり」とい

う品種を12月～翌年３月に出荷しています。
苦労して生産した

作物が出来たときや、
そばの花が畑一面咲
いた時に農業の楽し
さを感じ、やって良
かったなと思えます。

パック詰めされ
たタラの芽

これまでのご苦労や楽しみに
ついてお聞かせください。

バットで発芽
したタラの芽

経営のきっかけ・こだわり・思いをお聞かせください。

今後の経営、目標や夢、
  将来展望をお聞かせください。

南陽市

農業のほかに、猟友会や農業委員会の
農地利用最適化推進委員も務めています。
今後は、置賜地区のタラの芽研究会の

メンバー（10名）とともに、冬のタラの
芽栽培の定着と産地化を図っていきたい
と考えています。
夢としては、ここにキャンプ場を造る

ことですが、まずは林業をやって山や畑
を守りながら、蕎麦屋もやりたいです。
将来的には法人化して、この地を守っ

ていきたいと考えています。

竹田 壮芳 さん

地元南陽市に戻り、農閑期の作物として
「タラの芽」の産地化にむけて奮闘中。
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10㎝前後の大きさに
切られた駒木

竹田 壮芳 さん

タラの芽の収穫

南陽市の竹田壮芳さん（42歳）は、置賜農業高校を卒
業後、和食の料理人として活躍していましたが、「地元
の景色を残したい！」、「農地を荒らしたくない！」と
いう思いから、2012年12月結婚を機に地元へ戻り、翌
年１月には、新規認定農業者となり、そば栽培とアスパ
ラガス栽培で営農をスタートしました。
営農３年目に、アスパラガスがイノシシ被害に遭い、

県の農業技術普及課の指導や、最上町のタラの芽生産農
家を視察するなど、イノシシ対策を学んだことにより、
タラの芽栽培が冬の収入源となっています。
現在は、そば5.7ha、タラノキ60a、タラの芽のハウス

約５a、アスパラガス10a、わらび１ha、クレソン0.5a

を夫婦で経営しています（季節雇用１～３人）。
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